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アル＝カーイダ、仲介と介入、国家建設と国家破たん、対話と武器、正義と安定、部族社会と近代化、無人機攻撃と民主化支援、人道援助と空爆、北と南 スンナ派 シーア派、金持ちと貧乏、中央集権と分権、停電と電子投票シ テム。イエメンにはすべてがある。しかし、対なるものの間で新しい立ち位置をみつけあぐねている。●三つの時期区分　
イエメンの情勢は複雑にみえる
かもしれないが、 間軸に沿って整理すると実は簡単だ。なぜなら、サーレハ大統領が署名した退陣合意の文書には、何をい までにやるのか書かれてい からである。とりあえずは、サーレハ大統領退陣してから 新体制づくりは、二年三カ月かけて行うとだけ覚え
ておけば足りる。同大統領が合意文書にサインしたのが、二〇一一年一一月二三日だから、この日から始まる二年三カ月の新体制づくりプラン（移行計画）を境に その前の時期と後の時期とに三分割できる。　
この移行計画が始まるまでの時




発生した数十人のデモが、イエメン各都市での反体制デモへと拡大した。同年のノーベル平和賞を受けたタワックル・カルマン女史は、その先導者のひとり ある。こ反体制デモには、南部運動、ホーシー派、野党連合が加わる。南部運動とは、二〇〇七年より始まる旧南イエメン地域における反体制運動の総称である。もともとは権利要求運動だが、これに政府の厳しい弾圧が加わることで イエメン共和国からの分離独立の運動へと変わった。ホーシー派は サウジ国境に近いイエメン北部を拠点として、二〇〇四年 中央政府
と武装衝突を繰り返してきた地域勢力である。各勢力は、それぞれ異なる現状変更のヴィジョンを持ちながら、サーレハ退陣の一点において合流・共闘した　
このデモの広がりに対して、サ
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二〇一四年二月に終わ はずであった。しかし、予定どおりに進まなかった。ハーディー大統領の二年間の任期が切れるころ、 まだ 「国民対話会議」が閉幕しようかというところであ この後にされていた新憲法の起草、憲法案の国民投票、新憲法に基づいた選挙法の整備、そして選挙の実施、これらは手つかずのまま移行計画の期限切れを迎えようとしていた。　
そこで、予定していた作業
を向こう一年以内で終わらせることを約束して、大統領の任期延長をハーディー政権は決定した。この任期延長は国民対話会議の閉幕を祝う雰囲気のなか、同会議 成果文書と一体で発表された。任期が切れる二月には 連邦制国家への移行を宣言した。移行プロセスの成果をアピールすることで、任期延長へ 理解を得ようという意図が読み取
れる。　
しかし、移行政権への不満と政
治勢力の要求が噴出し、イエメン情勢は混乱の一途をたどる。二〇一四年九月には首都サナアがホーシー派に占拠され、翌年一月にはハーディー大統領が彼らの襲撃を受けて辞任する（二 ハーディーは辞意を撤回） 。ちょうど一年間の延長任期が切れ 時期である。さらなる任期の延長を狙う移行政権と、暴力で要求を押し通そうとす ホーシ 派、これに与
表１　2011 年以降の大まかな流れ
第一期 ～ 2011年 11月 23日
デモ発生から退陣合意まで
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するサーレハ元大統領支持者という構図であった。この政変は、国外からの介入を招いた。二〇一五年三月から始まる対イエメン軍事介入である。サウジアラビア率いる有志連合は、イエメンのハーディー大統領の要請に基づいての介入であ と主張している。●奇跡の仲介か　
二〇一一年に国家元首が交代し






陣をめぐり大変な混乱を招いたし、現時点で民 したとは決していえない。二〇一一年六月には暗殺未遂に遭い、個人支配型の指導者に典型的 結末 迎える一歩手前までいった。　
ただ結果的に、サーレハ大統領
は強制的な退場では く 合意により退陣した。そして、今もって無事である。非民主的な（特に暴力的な弾圧を行っ ）指導者が政治的に生き残るのは是か非かという議論は残る。しかし、外国による仲介が一応の秩序だった政権交代を実現させた。それも、武器に満ちた最貧国で。今後の世界情勢と向き合ううえで、イエメンの政
権交代から学ぶ価値はここにあると思う。退陣合意をした時点で現在のような混乱状態が運命づけられていたわけでは決してない。移行計画を実施するな で登場人物たちが個々に意 決定をして、あるいは意図しな 形で、現実が形作られている。　
そうはいっても、サーレハ退陣





イエメンでの停戦が始まった五月一二日は、ケリー国務長官がロシアを訪問した日にあたる。ウクライナ問題を話し合うためであった。この訪問に先立って ロシアは、ウクラ でロシアを非難しながら、サウジの対イエメン介入を支持するアメリカ ダブル・スタンダードと非難して先制パンチを放った。ケリー国務長官は、訪露の前、リヤドを訪問して停戦の話をまとめパリで発表した。この停戦は数時間もも なかった。　
この五日間の停戦呼びかけが明
けた翌日（五月一七日） 、サウジアラビアを盟主とする湾岸協力会議はイエメン仲介会合をリヤドで主催した。開会式に国連事務総長が送った声明には、サウジ の距離感がにじみ出ている。声明 国連特使 代読した。声明の冒頭、ＵＡＥを称賛し、ホスト国 サウジには声明中つい 触れなかったまた、別の仲介会合の開催を国連は同声明で宣言した。国連主導の次期会合を 「前提条件なし」 の 「公正で中立的な偏りのない」対話と位置付け、これから始まるリヤドでの会合に水を差し 。同声明で、停戦の延長を国連 求めたが実現しなかった。
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かけが再び国連から発せられた。七月一〇日から一七日までの停戦である。この時期は、イスラーム教の断食 ラマダンにあ る。ライフラインが破壊され危機的な状況下で断食をす イエメ 国民のための停戦呼びかけであった。アメリカもラマダンの機をとらえての停戦に支持を表明した。　
奇妙なのは、断食月は六月から
始まっていたことだ。停戦 期間が七月一〇日から一七日までなは、なぜだろう。それはイ ン核合意が一四日に発表され からではないだろうか。イランを敵視するサウジからすれば、神経を逆なでされる日だ。イエメン紛争がエスカレートするのを防ぐため 、事前に停戦案を国連が打っ と考えられる。これを見透 したように、イエメンのホーシー派は ラン核合意に対する祝賀メッセージを発表した。この停戦も守られることはなかった。　
同じ七月、今度はサウジが停戦
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